
令和6年1月～12月

多職種連携研究会 実績まとめ
テーマ

〇認知症

・認知症に関する病院の取組み

・当事者による講演

・チームオレンジの活動について

〇災害時の対応

・避難所運営ゲーム（HUGゲーム）

〇ACP

・在宅看取り

〇診療報酬・介護保険法改定に

ついて

〇8050問題

〇介護者家族への支援について

案件３ 資料３－①

課題

◎ACPの理解が十分には進んでいない。

◎在宅での看取りは増加しているが、ACP（人生会議）を実践した経験
を持つ事業所・担当者はまだ少ない。

◎地域全体へ、認知症に関する正しい知識を広めていくことが重要。

◎多職種連携だけではなく、地域との関わり・見守り体制の構築が必要。

◎人材不足や業務多忙から研究会への参加が困難な状況が続いている。

◎多職種連携に関する知識や意識に、差がみられる現状がある。

◎多職種連携研究会の開催時間・曜日を工夫するなどしているが、参加
者数の増加には至っておらず、メンバー固定されてきている。



令和６年度の取組みと
令和7年度における取組みの方向性

医師会報に同封していただいた2種類のチラシ

地域包括支援センターの役割や多職種連携の必要性の周知の
ため、チラシを作成し医師会報(9月・2月）に同封。
令和6年度は、医師へのインタビューを掲載したものと「こん
な患者様、おられませんか？」と題し、具体的事例を基にしたチ
ラシを作成。

令和７年度も、切れ目のない在宅医療と介護の連携体制を
構築していくため、様々な連携の仕組み作り、連携強化に取
り組んでいく。
在宅医療の４場面【日常の療養支援・入退院支援・急変時の
対応・看取り】を意識し、日常生活圏域単位だけではなく、市
全域・近隣エリア等の広域での多職種連携研究会の実施も検
討していく。


